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Remarks on the races of Japonica lutea HEW., with description of a new race 


by SHU-ITI MURAYAMA 


省 み れ ば , 私 は 戦前 か ら の 懸案 で ある タイ ワン ミド リ シ ジ ミ の 正確 な 学名 を し り , 兼ね て その 原 短 と みな され 
た scinllans 種 の 実物 を みた いと 思い , 大 英 寺 物 館 に と の 標本 の 交換 を 申入れ た の は 1953 年 傘 の こと で っ た . 
然るに その 翌年 在 に な っ て 私 の 手許 に 送ら れ て きた 2 頭 の 西部 シナ 産 ミ ドリ シジミ は 今 迄 に 見 な れ ぬ 種 で あっ 
て , 結局 これ が 新種 と 判明 し た の は 本 誌 Vol. VL, Pt. 1 に 私 の 記載 し た 通り で ある . と れ が 動機 と な っ て 1955 年 
以来 更 に 交換 を すす め , 互 の 材料 を 見 合っ た 結果 , 続々 新 事実 が あら われ , 博物 館 の HowARTH 氏 を し て 近い 将 
米 ミ ドリ シジミ 全 六 に わた る 全面 的 改訂 を 公表 する よう 決意 せしめ る に 至っ た . 

さて 私 が と ヽ と 以上 の 交換 材料 の 一 部 に 基 ず いて 第 2 回 目 の 知見 を 公表 す る の は , チベット (西部 シナ ) の ア 
カシ ジミ subsp. gadxstg の Paratypes 28 8 を 入手 し えた こと と , お よび ウス リー の アカ シジミ を DAnNriEr 氏 の 
御 好 商 に よっ て を られ た と と に より , 一 応 従来 し られ て きた 日 本 お よび 台湾 の 地方 型 を 見 直 そ うと し た 為 で あ 
る . 何 分 取扱 う 外国 側 の 材料 は 個体 数 が 決し て 充分 と は いえ な い の で , 将来 訂正 を 要する と ころ が 出 て くる か も 
し れ な い . 今後 諸 偶 の 好 近 ある 御 叱 正 と 御 指導 を 切 に お 願い する 所 以 で ある . 

















Explanation of photos (A little reduced ) 


Fig. 1. Subsp. Zutea HEwWITSON 8 (Underside) Ussuri 


Fig. 2. Subsp. adusta RILEY 8 る (Underside) Siao-Lou, 1902. Paratype. 

( 今 1 頭 の Paratype の data は Frontiere orientale du Tibet と ある ) 
Fig. 3. Subsp. patungkoanui nov. 6 (Underside) Formosa. Holotype. 
Fig. 4. Subsp. Zutea HEwrTsoN $8 (Underside) Pref. Iwate,、Northern Honshu. 
Fig. 5. Subsp. oz67 MURAYAMA る (Underside) Hokkaido, Paratype. 
Fig. 6. Subsp. Zutea HEWITSON 9 (Underside) Pref. Siga, Western Honshu. 
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1) ウス リー 産 (Fig. 1) 飛び 古 し た 標本 で 残念 に も data が な い . 割合 
大 きく 本 州 産 に 近い , 朝鮮 の も の は 所 有 し な い が 森 氏 等 の 「 朝 鮮 の 蝶 ] と は 
分 布 は 北 魚 ( 威 北 車 貴央 附近 ) (と れ は 同書 の 正誤 表 に みえ る ) と な っ て お 
り , ウス リー に た も 近い か ら , これ と 同じ 型 で あろ うと 推測 する . 僅か 1 頭 の 
材料 で ある か ら 今 の 所 本 州 の と 同じ 原種 /4zeg に 属す る も の と みて お く . 後 
訓 裏 面 亜 外線 の 銀 百 線 は 可 成 り 外線 選 接近 する 傾向 を も つよ う で ある . 

2) 北海 道産 の zz (Fig.5) 本 誌 Vol. III, Pt. 3 の 私 の 記載 通り . 裏面 地 
色 が 著しく 蒼 色 味 及び 黄 味 の 強い の は 本 亜 種 の 重要 な 特色 と 思う . 

3) 東北 地方 産 (Fig. 4) これ は 小田 君 の 贈ら れ た 岩手 県 の 標本 で , 私 は 
と の 他 青 森 県 の 1 $ を 有する . 共に 小形 , 裏面 亜 外 緑 の 銀 白 線 は 可 成 り 外 緑 
に 接近 し て お り , 関西 地方 の も の と の 区 別 は は っ きり し て いる . し か し 比較 
材料 が 貧弱 で ある か ら こ と れ 以 上 に 決定 的 な こと は わか ら な い . 中 部 以西 の 本 
州 の も の と 北海 道 の も の と の 中 間 移 行 型 と も 考え られ る が , 裏面 地 色 の 相違 
に より 北海 道 の 亜 積 と は 区 別 さ る べき も の と 思う . 北海 道 と 本 州 の 亜 種 分 布 
の 境界 線 は 函館 産 の も の を 検討 し な いと 明言 出来 ぬ が , 津軽 海峡 の 重要 性 は 












































現在 と 難 も 軽視 さる べき で は な か ろう . ・ ノノ 
4) 台湾 産 (Fig. 3) これ は 既に 対 山 ・ 柴 谷 の 関西 尾 躍 学会 々 報 Vol. 13, Fig. 7. Subsp. patungkoanui 
No. 1 に の せ た 論 文中 で チベット ・ 西 部 シナ の 亜 種 gdusta Riley 1939 9 0 Form- 
a, 
(Fig.2) と 同定 し て お いた も の で ある . そ と で は , 秘 共 は Riley が 記載 し た Fig. 8. Subsp. patungkoanui 








adusta の 特色 を 4 つ あ げ て お いた . 即ち 1) 日 本 本 土産 よ 小形 で 裏面 は nov. @ (Upperside) Form- 
や ヽ 暗 い - 荷 味 を お びる 立 味 で ある . 2) 青 面 後期 の 銀 白 線 は 極め て 顕 Qa A Oy pe 

著 . 3) 裏面 前 妹 中 室 端 の 両側 に ある 銀 白 線 は 横 脈 記 接近 し , 特に 内 側 の 線 た 於 て 著しい . 4 ) 表面 前 閉 頂 の 黒 
縁 は 幅 が 広い . 以上 で ある . 勿論 Riley が 比較 し た 日 本 本 土産 と は 本 州 中 部 以西 た 多い 大 型 の も の で あろ る う が , 
1 ) の 特色 は 台湾 の は チベット の も の より 一 悦 徹底 し , 前 克 長 が 私 の 手許 の チベット の は 20mm. も ある (これ 
位 な ら 本州 産 に も 珍し く な い ) の と , 台湾 の は 818mm., 9 19mm. で , さら を 小さい. 蒼 色 味 の 点 は 似 て いる 

2 ) の 特色 も 後半 で は , 台湾 の は さら に 顕著 で , 殊 に 重 外 緑 の 銀 白 線 は 蜂 る 太い . 前 将 は と れ に 対し て チベット 
産 よ り 銀 白線 の 出 方 が 共 い . 3 ) は 大 差 な い が , 4 ) は 台湾 の は や い ヽ 幅 狭く , 黒 緑 の 内 側が チベット の は 大 体 直 
線 的 で ある の に 対し て 台湾 の は Figs. 7-8 に みる よう 著しく 徐 曲 し て いる . 以上 の 点 で 台湾 の も の は チベット 
の も の た 比 し 一 層 本 州 の 原種 と の 差 が 大 で あり , 明か に 別 亜 種 と 認 む べき で ある . よっ て 私 は と れ を 以下 の 通り 
命名 する . 


Japonica lutea batungkoanui SSD。 nov. - 
Holotype 18, 23. VI. 1942, 台中 州 三角 峯 , Allotype 19, 3. V. 1942, 新高 山 . 
Fatungkoanu は 新高 山 の 窓 名 で ある . 終り と 貴重 な 比較 材料 を 与え られ た RILgy 博士 , HowaARrg 氏 , 
DANrEr 氏 お よび 小田 氏 に 感謝 する . (11. XII. 1955 記 ) 
Resume 
Japonica lutea patungkoanui ssp. nov. (Figs. 4, 7, 8) 

Zebhyrus lutea ESAKI, Zephyrus, Vol. 5, No. 2-3, p. 79. 

Japonica lutea adusta MURAYAMA et SIBATANI, Trans. Kansai Ent. Soc. Vol. 13, No. 1, p. 56, 
fig. 48 @ (nec RIrrLsy) 

Resembling race adusta RILEY (1939), but 1) much smaller, 2) silvery lines of hindwing on 
underside more distinct,especially submarginal line very much bold, 3) the area between this 
line and outer margin much narrower, 4) on upperside, the black apical border of forewing 
narrower, the inside of ト order very curved. Habitat : -Formosa. 

Holotype 18 (23. VI. 1942, Sankakuho, Taichu Pref.) and Allotype 1 (3. V. 1942 : Mt. Niitaka ) 
are preserved in author's collection. The name patungkoanui is based on the Formosan aboriginal 
language of the Mt. Niitaka (3950m.). This race seems to be the alpine insect in Formosa. At 
the end of this paper, I express my gratitude to Dr. RiLgy。Mr. T.G. HowARTH, and Mr.F. 
DANIEL, who gave kindly me these precious materials. 
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